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【執筆担当】  
 ＜はじめに＞ …………………………………………………………………… 木下   
 ＜アンケート調査にもとづく消費購買力流出入額の試算及び推計＞ …… 大泉 
 ＜第 1 部の各章の要約はそれぞれの執筆者が担当した。）  
 第 2 部 第１章 和歌山市民の消費動向 …………………………………… 小川  
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     第 2 章 近隣地域住民の和歌山市での消費動向 ………………… 小川  
 第 3 部 第３章 消費者の買物金額変化の規定因 ………………………… 柳 
     第４章 消費動向分析 ……………………………………………… 木下 
 第 4 部 第５章 和歌山市小売商業の課題 ………………………………… 木下 
     第６章 和歌山市小売商業の今後の方向性（提言）……………… 木下   
 
【研究会・活動】 





和歌山市・市場活性化研究会   
主査 鈴木 裕範  
［和歌山大学経済学部 准教授］ 
 
 小売市場は、永く市民のもっとも身近な所にある、まさに「市民の台所」であった。都
市における人間の営み、暮らしの場であり、市場という空間が創造するコミュニティがあ
った。小売市場から、そのまち、その地域が見えるのは、そうした理由による。ところが、
今日全国のいたるところで多くの市場が苦闘し、消滅の瀬戸際に立たされている。背景に
あるのは、社会経済情勢の変化、国民の消費行動やライフスタイルの多様化、価値観の変
化である。地域社会において、小売市場の存在価値は低下し、和歌山市でも客足が遠のき
ひっそりとした風景が広がっている。 
市場の変貌は、単に市場、市場関係者の問題なのか。これは都市と地域社会の問題であ
る。和歌山市・市場活性化研究会は、そうした立場に立ち、和歌山市における市場活性化
の可能性と課題を明らかにし、まちづくりに活かしていくことを目的に、平成２１年度自
主研究会として５月８日にスタートした。  
研究会では、毎月例会を開催し議論を深め合ってきた。そしてこの間、和歌山市の七曲
市場商店街協同組合、明光商店街協同組合、和歌山駅前卸小売商店街でヒアリングやアン
ケートを実施する一方、地元住民や観光客に人気の元気な市場として注目されている石川
県金沢市「近江町市場」、滋賀県彦根市「四番町スクエア」、兵庫県明石市「魚の棚（うお
んたな）商店街」、長崎市「新大工町市場」の４つの市場（商店街）関係者、行政の担当者
ら多くの人たちにインタビューをした。  
その結果、市場が持つ信頼・信用に根ざした対面販売という特性だけではなく、市場の
多様な価値や多面的な機能に目を向けていくことの重要性が確認された。それらは、中心
市街地の空洞化・再生が喫緊の課題として地域にのしかかり、住民の尐子高齢化によって
まちそのものが老いていく現在という時代だからこそ、新たな価値をもつ可能性がある。 
報告書では、再生・活性化の基本方向として地産地消型流通システムの構築や人材育成、
